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2021年6月 大学生を対象とするSDGs意識調査を実施しました
全国3エリア（東京・大阪・九州）1,073サンプル

調査⽬的
Z世代が考える,これからの時代の生きがい
暮らしがい・働きがい・子育て/教育に関する意識
SDGsに関する意識と行動実態を確認し、
2030年の未来社会のビジョンを描く
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9月末 SDGsウイークに合わせて
「調査研究報告の冊子（60頁）」をHPで公開します

現在, 編集中です︕
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本日は、トピックスをいくつか報告します
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将来に不安を感じていない

大学での生活に満足している

自分のやりたいことができている

時間にゆとりがある

自分のやりたいことがわかっている

充実感を感じている

前向きに生活している

幸せを感じている %

N=1,073 

Z世代は現在（いま）の生活に
意外と満足していて充実感も高い！

なぜだろう？

⻑い⾃粛⽣活に慣れてしまい、
限られた⽣活環境の中で
⾃分が今できること、
すべきことを考え実⾏することで、
現在（いま）の⽣活の満⾜度を
⾼めるようにしています。
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今ここに在る時間を存分に楽しみつつ、
将来の準備を着実に進めていきたい！

Z世代の価値観は ウェルビーイングを体現している

毎⽇の⽣活を充実させて楽しむことに⼒を⼊れたい 65.1％

貯蓄や投資など将来に備えることに⼒を⼊れたい 56.5％

価値観やものの考え⽅はみんな違っていて良い 50.7％

物の豊かさよりも⼼の豊かさが⼤切だと思う 42.1％

SNSは怖いと感じることがある 41.2％

たくさんの情報に惑わされて失敗したくないと思う 39.0％

⾃分らしさ・個性に⾃信が持てない 30.8％

⾃分らしさ・個性を表現するアドバイスが欲しい 26.4％

25％（1/4）以上の賛同を得た価値観は,

アイデンティティ
⾃分らしさ

コスパ重視
定番志向

多様性の寛容と
⽣きづらさ
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Z世代は, どのように暮らしたい︖

過半数が,
職場に近く通勤便利な場所 に住むことを重視

都心でも郊外・地方でも構わない

耐震に優れた 広い⼾建てに住みたい︕
マンション（24％）よりも一軒家（46％）

タワーマンションや豪勢な家に住みたいは1割未満

7割が, 家に⾃分の部屋を持ちたい︕
収納スペースが⼤事︕

テレビ（５割）と車（4割）の必要性は低下？

⼥⼦は, 親の近くに住みたい︕(4割)
男⼦は, 親から独⽴して住みたい︕（3割）
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Z世代は, どのように働きたい︖

プライベートの時間を重視して働きたい︕
終⾝雇⽤は理想だけど、

ミスマッチを感じたら離職する︕

どんな価値観の⼈と⼀緒に働くのか,
⼈間関係や職場の雰囲気が⼤切︕

会社の知名度・規模よりも, 企業理念への共感
社会に貢献していることは前提。

やりたいことを仕事にしたい
⾃分のスキルとマッチングが⾼く

スキルを⾼められる成⻑できる環境を希望。

給料の⾼さだけでなく,
福利厚⽣も⼿厚く︕
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ジョブ型︓いずれでも良い/わからない︓メンバーシップ型
5 ︓3 ︓2

ジョブ型
全体 52.7%

男⼦ 52.8％
⼥⼦ 52.7％

1年⽣ 60.6％
2年⽣ 54.4％
3年⽣ 49.3％
4年⽣ 47.1％

メンバーシップ型
全体 19.3%

男⼦ 18.2％
⼥⼦ 20.1％

1年⽣ 16.3％
2年⽣ 16.0％
3年⽣ 21.0％
4年⽣ 23.7％

いずれでも良い 12.4％
わからない 15.6％

Z世代が⽀持する雇⽤形態は,
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N=1,073 共感する 実⾏意向がある 実⾏している

商品はなるべく最後まで使い切る 94.9% 88.8% 67.3%

⾷べ残しがないように⼼がける 94.9% 87.0% 64.7%

詰め替え⽤の容器を使う 93.4% 83.6% 57.2%

エコバックを持ち歩く 92.2% 81.0% 56.6%

節⽔・節電を⼼掛ける 94.1% 82.3% 51.9%

※上位抜粋
実⾏率20％以上の⾏動

Z世代が共感して実⾏しているのは,
学校・家庭で教わったこと
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※上位抜粋
実⾏率20％未満の⾏動

Z世代が共感し⾏動し始めていること

N=1,073 共感する 実⾏意向がある 実⾏している

環境に優しいものを重視して遊ぶ 86.8% 57.3% 19.0%
ボランティア活動に参加する 82.3% 51.8% 16.8%

開発途上国の⽣産者をサポートする
フェアトレードの商品を選ぶ 82.5% 49.9% 14.6%

貸し借りできるものはシェアする 70.5% 41.8% 13.0%

動物実験をしていない製品を選ぶ 68.8% 35.3% 8.0%
代替⾁を選ぶ(⾁⾷を減らす) 56.9% 29.1% 6.1%
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SDGsに関する⾏動と⼼理

常識だと思い行動していること
LGBTQなど性やジェンダーに配慮する 72.9%

節⽔・節電を⼼掛ける 69.3%

ゴミや廃棄物が出ないように⼯夫する 68.2%
リユース、リサイクルできるものを確認し、
ごみの分別を⾏う 66.3%

義務感を感じて行動していること
エコバックを持ち歩く 24.7%
代替⾁を選ぶ
（⾁⾷を減らす） 23.1%
リユース、リサイクル
できるものを確認し,
ごみの分別を⾏う

20.7%

ゴミや廃棄物が出ない
ように⼯夫する 15.0%

ポジティブな気持ちで行動していること

N=1,073 なんとなく嬉しくなる 周りの⼈のために
なると感じる

SNSなどでより多く
に⼈呼びかけたい

服は捨てずに買取店や
フリマサイトに出す 33.3％ 12.6％ 5.6％
必要最低限のもので
⽣活する 27.8％ 6.9％ 6.5%
開発途上国の⽣産者を
サポートするフェア
トレード製品を選ぶ

13.4％ 13.4％  13.4%

LGBTQなど性や
ジェンダーに配慮する 9.8％ 13.5% 10.4％
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SDGs の理解度は 96％ 共感する⼈は 56％
理解が向上すると、共感→⾏動する⼈は多いと推測
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“共感→啓発“
Enlightenment

“同調“ でなく “共鳴”
Sympathy Empathy

それもあり！



ありがとうございました


